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高病原性鳥インフルエンザの発生した茨城・埼玉の養鶏場従
業員ら７７人でＨ５Ｎ２抗体陽性。

　平成１７年６月以降、本病が確認された養鶏場の従業員ら３５３人中７７人（養鶏場従業員７２人、防
疫従事者５人）でＨ５Ｎ２型鳥インフルエンザ抗体が確認されました（今月１０日、厚生労働省の中間報
告）。　Ｈ５Ｎ２が人間に感染した疑いの報告は世界で初めてでしたが、発症者もウイルスが検出された
人もみられず、今後発症する恐れも他の人に感染する可能性もないとされています。
　しかし、人への感染が続くと、ウイルス変異により新型インフルエンザに変異する恐れもあるため封じ
込めの重要性が指摘されています。
　日頃から下記の点に気を付けて、鳥インフルエンザなど感染症の感染防御に努めましょう！！

１．健康管理に気を付けましょう。
　　発熱など健康状態に異常が認められたら速やかに医療機関に受診してください。

２．作業中は専用の作業服、マスク、帽子、手袋、長靴といった衛生対策を！
　　作業後はうがい、手洗いを忘れずに！

３．鶏の異常死の有無など観察に努めましょう。
　　高病原性鳥インフルエンザが疑われたら、死亡鶏への接触を避け、速やかに家畜保健衛生
　　所に連絡、対応を相談してください。
　　　また、鶏の異常死が認められた場合は、養鶏場の従事者全員の健康状態を確認しましょう。

４．通常のヒトインフルエンザに罹患した場合は養鶏場での作業は避けましょう。
　　鳥インフルエンザとの混合感染を予防するために！
　

鶏卵、鶏肉を食べることにより、鳥インフルエンザウイルスが人へ感染することは世界的にも
報告されていません。

鳥インフルエンザ発生国・地域からの入国の際には靴底消毒を!!

【消毒実施場所】
　成田国際空港、中部国際空港、関西国際空港および福岡空港の検疫ブース

【対象国】
　（Ｈ５Ｎ２型の鳥インフルエンザが最近家きんで発生し、又は、発生しているおそれの高い国・地域）
　ロシア、中国、インドネシア、モンゴル、ベトナム、ラオス、カンボジア、タイ、カザフスタン、
  トルコ、ウクライナ、ルーマニア

　平成１７年１１月から、日本への本病侵入防止に万全を期すために、本病の発生国、地域から
の入国者に対しては検疫ブースで靴底の消毒が実施されています。
　また、今回ウクライナにおいて鳥インフルエンザウイルス（Ｈ５Ｎ１型）の発生が確認されたこと
から、対象国としてウクライナが追加されました。

高病原性鳥インフルエンザが発生中の国に
行かれる場合はくれぐれも気を付けてください。




